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１．概要

本書は、 Simulinkモデルを機体メーカ・装備品メーカ間で受け渡しする際に必要なICD
（Interface Control Document）を『Simulink Report Generator』を使用して自動で生成す
ることを目的とし、 MBACレポート標準化WG活動中に作成したテンプレートの説明をまと
めた文書である。

なお、Prat1では2項に作成したテンプレートの全体説明として処理の流れをフローチャート
と入出力信号の細部説明等を記載し、3項にMathworkから提供されているテンプレートから
レポート標準WGでカスタマイズした部分の説明書記載した。

Part2ではテンプレート用に作成したSimulinkモデルライブラリの仕様についての説明を記載
し、

Part3ではPart２で説明したSimulinkモデルライブラリの使用手順について記載した。
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２ー１．フローチャート：全体の構成

ルートシステムの取得

タイトルページ挿入

システムループ
モデル数分

モデル情報記述

システム

システムループ
end

用語

このレポートについて

gcs：現在表示しているシステムのパス
bdroot:：現在のシステムの最上位モデル

次頁以降
に示す

4
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２ー１．フローチャート：モデル概要部

モデルの概要(Text)

システムの
スナップショット

システム内に
Discription or

docBlock有り？

モデルの説明

Yes

No

モデルプロパティの”説明”欄の
内容が記載される

次頁
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２ー１．フローチャート：入力表部１

モデル内に
Inputブロック

有り？

Yes

入力(Text)

Inputブロックデータ
取り込み

詳細は２－２.入力信号の一覧テーブル
の出力（11頁～）に示す。

次頁
出力表部1へ
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２ー１．フローチャート：入力表部２

For
n=1:Input数

Inputブロックnデータ部
テーブル行挿入

n <= Input数

n > Input数

入力データ表
ヘッダ部挿入

Inputブロックのパラメータが
表に挿入される

次頁
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２ー１．フローチャート：出力表部１

モデル内に
Outputブロック

有り？

Yes

出力(Text)

Outputブロックデータ
取り込み

次頁 備考等へ

詳細は２－２.入力信号の一覧テーブル
の出力（11頁～）に示す。
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２ー１．フローチャート：出力表部２

For
n=1:Output数

Outputブロックnデータ部
テーブル行挿入

n <= Output数

n > Output数

出力データ表
ヘッダ部挿入

Outputブロックのパラメータが
表に挿入される

次頁
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２ー１．フローチャート：備考等

モデルの開発環境(Text)

備考(doc_Description)
データ取り込み

備考挿入

バージョン(doc_Description)
データ取り込み

バージョン挿入

改訂履歴(doc_Description)
データ取り込み

改訂履歴挿入

詳細は２－３.備考／モデルバージョン
／改訂履歴の出力（19頁～）に示す。
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２－２．入力信号の一覧テーブルの出力

➢ 「入力信号の一覧」テーブルの出力方法を説明します。
※「出力信号の一覧」も同様
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２－２．入力信号の一覧テーブルの出力

（１）テンプレート内で対応する処理
➢ レポートテンプレートでは，「MATLAB式の実行」「テーブル」により，「入力信号の一覧」テーブルを出力し

ています。

MATLAB式の実行

テーブル



MBAC
Copyright © MBAC All Rights Reserved.

MATLAB式の実行

13

２－２．入力信号の一覧テーブルの出力

（２）「MATLAB式の実行」「テーブル」の役割
➢ 「MATLAB式の実行」と「テーブル」の役割は下表・下図のとおりです。

役割

MATLAB式の実行 モデル内に存在する，Importブロックを検索する。

個々のInportブロックに設定されたブロックパラメータを，ワークスペース変数にリストとして格納する。

テーブル テーブルを新規作成し，ワークスペース変数に格納したブロックパラメータの値を，表のセルに配置する。

①モデル内のInportブロックの検索 ②Inportブロックパラメータの
ワークスペース変数への格納

Inportブロック
Inportブロックパラメータ

（個々のブロックごとに設定）

ワークスペース変数

テーブル

①ワークスペース変数をテーブルへ記入
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２－２．入力信号の一覧テーブルの出力

（３）「MATLAB式の実行」の設定
➢ 「MATLAB式の実行」では，「ベース ワークスペースで実行する式」フィールドに記入したMATLAB式を実行します。
➢ 実行するMATLAB式の処理の説明は，下図の通りです。

% インポートブロックのパス検索
Inport_List = find_system(gcs, 'SearchDepth',1,'BlockType', 'Inport');
% インポートブロックの個数
Inport_Num = size(Inport_List,1);
 
for n = 1:Inport_Num
    % 名前

Name_In(n) = string(get_param(Inport_List(n), 'Name'));
    % 次元

Dim_In(n) = get_param(Inport_List(n), 'PortDimensions');
    % 単位

Unit_In(n) = get_param(Inport_List(n), 'Unit');
    % データタイプ

DataType_In(n) = get_param(Inport_List(n), 'OutDataTypeStr');
    % 最小値

Min_In(n) = get_param(Inport_List(n), 'OutMin');
    % 最大値

Max_In(n) = get_param(Inport_List(n), 'OutMax');
    % 備考

Description_In(n) = get_param(Inport_List(n), 'Description');
% UserDataの取得
try

UserData_In(n) = get_param(string(Inport_List(n)), 'UserData');
getfield(UserData_In(n), "mean");
getfield(UserData_In(n), "polarity");
getfield(UserData_In(n), "initvalue");

catch
UserData_In(n).mean = "―";
UserData_In(n).polarity = "―";
UserData_In(n).initvalue = "―";

end
end

・・・find_system関数により，現在のモデル階層（gcs）に含まれるInportブロックを検索し，
Inportブロックのパスをワークスペース変数（Inport_List）に格納します。

・・・Inport_ListのサイズからInportブロックの数を取得し，Inport_Numに格納します。

・・・Inportブロックの数（Inport_Num）だけ，以下の処理を繰り返し実行します。

・・・Inport_Listに格納されたn番目のInportブロックのブロックパラメータのうち，Nameフィールド
の値をget_param関数により取得し，ワークスペース変数（Name_In）のn番目に格納します。

・・・上の処理と同様に，PortDimensionsフィールドの値をDim_Inのn番目に格納します。

・・・上の処理と同様に，Unitフィールドの値をUnit_Inのn番目に格納します。

・・・上の処理と同様に，OutDataTypeStrフィールドの値をDataType_Inのn番目に格納します。

・・・上の処理と同様に，OutMinフィールドの値をMin_Inのn番目に格納します。

・・・上の処理と同様に，OutMaxフィールドの値をMax_Inのn番目に格納します。

・・・上の処理と同様に，Descriptionフィールドの値をDescription_Inのn番目に格納します。

・・・上の処理と同様に，UserDataフィールドの値をUserData_Inのn番目に格納します。UserDataは
MBACライブラリでカスタマイズしており，通常のInportブロックではエラーとなるため，例外処理
により，MBACライブラリで設定する属性（mean，polarity，initvalue）を持つかチェックします。

・・・UserDataがMBACライブラリで設定する属性（mean，polarity，initvalue）を持たない場合は，
UserData_Inのn番目の値を，デフォルト値（―）に上書きします。（エラー対策）
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２－２．入力信号の一覧テーブルの出力

（４）「テーブル」の設定
➢ 「テーブル」は，下図のようなサブブロックにより，レポートへテーブルを主力しています。
➢ 「テーブル」では，テーブルの列数，表の向き（縦／横），表のタイトル を設定します。
➢ 「テーブルヘッダー」では，テーブルの１行目のセルに項目名を入力します。
➢ 「テーブル本体」では，テーブルの２行目以降のセルに，ワークスペース変数に格納した各ブロックパラメータの値を入

力します。

テーブルの列数・表の向き・タイトル
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２－２．入力信号の一覧テーブルの出力

（４）「テーブル」の設定 ～テーブル～
➢ タイトルフィールドを「入力信号の一覧」として，タイトルを指定しています。
➢ 表の列数は10としたいので，列数フィールドを10と指定しています。
➢ テーブルは横向き表示としたいので，「テーブルを90度回転」にチェックを入れています。
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２－２．入力信号の一覧テーブルの出力

（４）「テーブル」の設定  ～テーブルヘッダー～
➢ 「テーブルヘッダー」→「テーブルの行」→「テーブルエントリ」→「段落」と配置し，「段落」にセルに入力したいテ

キストを入れることで，項目名を入力しています。
➢ 「テーブルのエントリ」はテーブルの左から右の順に処理されます。

「テーブルのエントリ」の下に「段落」を配置

「段落」にセルに入力したいテキストを記入

「段落」に設定したテキストが，セルに入力される

「テーブルのエン
トリ」の処理順
（上から下）

テーブルでの「テーブルエントリ」の入力

順（左から右）
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２－２．入力信号の一覧テーブルの出力

（４）「テーブル」の設定  ～テーブル本体～
➢ 「テーブル本体」→「forループ」→「テーブルの行」→「テーブルエントリ」→「段落」と配置し，「段落」にセルに入

力したいワークスペース変数名を入れることで，ブロックパラメータの値を入力しています。
➢ 「forループ」は，Inportブロックの数（Inport_Num）だけ行を作成するため，配置しています。
➢ セルへの値の入力方法は，「テーブルヘッダー」と同様です。

forブロックで，Inportブロックの数だけ，
繰り返し行を作成

「テーブルヘッダー」と同様に「段落」ブロックにてセルへ値を入力。
%<変数名>とすることで，ワークスペース変数の値を入力できる。



MBAC
Copyright © MBAC All Rights Reserved.

19

２－３．備考／モデルのバージョン／改訂履歴 の出力

➢ Descriptionブロック（MBACライブラリ）の「備考」 「モデルのバージョン」「改訂履歴」フィールドに記述し
た値を，レポートの「備考」 「モデルのバージョン」「改訂履歴」欄へ出力する方法を説明します。
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２－３．備考／モデルのバージョン／改訂履歴 の出力

（１）テンプレート内で対応する処理
➢ 「備考」「モデルのバージョン」「改訂履歴」の処理は同様のため，「備考」の出力方法のみを説明します。
➢ レポートテンプレートでは，「MATLAB式の実行」「テキスト」により，「備考」を出力しています。

MATLAB式の実行

テキスト

モデルのバージョン
／改訂履歴も同様
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２－３．備考／モデルのバージョン／改訂履歴 の出力

（２）「MATLAB式の実行」「テキスト」の役割
➢ 「MATLAB式の実行」と「テキスト」の役割は下表・下図のとおりです。

役割

MATLAB式の実行 モデル内に存在する，「Descriptionブロック」を検索する。

「備考」フィールドに記載された文字列を，ワークスペース変数に格納する。

テキスト ワークスペース変数に格納した文字列を，レポートに出力する。

①モデル内のDescriptionブロックの検索

②備考欄の文字列をワーク
スペース変数に格納

Descriptionブロック

Descriptionブロックパラメータ
（備考欄の文字列）

ワークスペース変数

テキスト

①ワークスペース変数をレポートに出力
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２－３．備考／モデルのバージョン／改訂履歴 の出力

（３）「MATLAB式の実行」の設定
➢ 「MATLAB式の実行」では，「ベース ワークスペースで実行する式」フィールドに記入したMATLAB式を実行します。
➢ 実行するMATLAB式の処理の説明は，下図の通りです。

docBlock_Path = find_system(gcs, 'MaskType','Description');
 
DocPass = strcat(docBlock_Path,'/DocBlock_Description’);

DescriptionData = get_param(DocPass, 'UserData’);

content = DescriptionData{1,1}.content;

・・・find_system関数により，現在のモデル階層（gcs）に含まれるDescriptionブロックを検索します。
Descriptionブロックはマスクを使用して作成しているので，”MaskType”から検索しています。

・・・備考欄のデータは， Descriptionブロック内の「DocBlock_Description」ブロックのブロックパラメータ
である「UserData」に記載されます。よってDocBlock_Descriptionを参照します。

・・・get_param関数により， 「DocBlock_Description」ブロックの「UserData」の値を取得します。

・・・「UserData」から，備考欄に記載された文字列を抽出し，ワークスペース変数「content」に格納します。

Descriptionブロックには，備考／モデルのバージョン／改訂履歴用に
DocBlock_Description／ DocBlock_Version／ DocBlock_Historyが格納される

備考欄の文字列は，
Description/DocBlock_Description

のUserDataに格納される
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２－３．備考／モデルのバージョン／改訂履歴 の出力

（４）「テキスト」の設定
➢ 「テキスト」は，「レポートに含めるテキスト」フィールドに記載された文字列を，レポートに出力します。
➢ %<ワークスペース変数名>とすることで，ワークスペース変数の値を出力できます。
➢ 備考欄の文字列を格納した，「content」変数の値を出力させることで，備考欄の文字列をレポートに出力します。
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３．MBACレポートテンプレートの作成方法

➢ MathWorksのシステム設計レポート（SDD_custom.rpt）をベース
とし，レポートエクスプローラー（下図）を用いて，カスタマイズ
を行うことで作成した。
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３－１．カスタマイズ項目の一覧（1／２）

標準レポート MBACレポート 処置 概要 詳細

タイトル タイトル ― ―

目次 目次 変更 図目次・表目次を削除するように，スタイルシート
をカスタマイズ

○

モデルバージョン ― 削除 1.ルートシステム内に記載することとしたため，章
を削除

―

1. ルートシステム 1. ルートシステム ― ―

－ システム名 追加 対象とするモデル名を明示するため追記 ○

－ モデルの概要 追加 同上 ○

インタ―フェース ― 削除 インタ―フェース情報のみを記述するレポートであ
り，自明であるので題目を削除

―

入力信号 入力 変更 表にて一覧で表示するように体裁を変更 ○

出力信号 出力 変更 同上 ○

ブロック ― 削除 モデルインターフェースに関係ないので削除 ―

ステートチャート ― 削除 モデルインターフェースに関係ないので削除 ―
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標準レポート MBACレポート 処置 概要 詳細

1.ルートシステム(続き) 1.ルートシステム(続き) ―

― モデルの開発環境 追加 必要なツールを明示するため追加 ○

― 備考 追加 モデルを説明するため追加 ○

― モデルのバージョン 追加 モデルの変更を説明するため追加 ○

― 改訂履歴 追加 同上 ○

サブシステム ― 削除 インタ―フェース定義を行うシステムのみ出力でき
ればよいので，サブシステムの説明を削除

―

システムの設計変数 ― 削除 パラメータ設定は，インタ―フェース仕様書に含め
ないため削除

―

要件 ― 削除 モデルインターフェースに関係ないので削除 ―

システムモデルコンフィグ
レーション

― 削除 モデルインターフェースに関係ないので削除 ―

用語 用語 変更 レポートで使用していない用語を削除 ―

このレポートについて このレポートについて 変更 入出力表の説明等を追加。不要な説明を削除 ―

３－１．カスタマイズ項目の一覧（２／２）
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３－１．カスタマイズ項目の一覧（レポートテンプレートの比較）
標準レポートテンプレート

（SDD_custom）
MBACレポートテンプレート

（SDD_MBAC）

削除

追加

変更なし

変更あり
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３－２．目次 のカスタマイズ内容

（１）変更内容
➢ 図目次・表目次を削除した
➢ 目次の内容は，レポートの段落構成の変更が自動的に反映される（特に設定変更は不要）

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）

構成変更（自動）

目次削除

目次削除
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３－２．目次 のカスタマイズ内容

（２）レポートテンプレートの変更箇所
➢ 表目次／図目次の有無は，スタイルシートにて設定される。
➢ 表目次／図目次を削除したスタイルシート（MBAC_Model_ICD_Ver1.0.rgs）を新規作成し，このス

タイルシート使用するように，レポートオプションの設定を変更。

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）

ファイル形式を「Acrobat(PDF)」，スタイルシート
を「MBAC_Model_ICD_Style」に設定。
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３－２．目次 のカスタマイズ内容

（３）スタイルシートの編集方法／設定
➢ 画面左側のウィンドウの空白にて，右クリック→「スタイルシートの編集」をクリック
➢ Style Sheet Editorが表示される。
➢ 「スタイルシート」にて表示名を変更。
➢ 「Generate Toc」にて「図のリスト」「表のリスト」のチェックを解除。

表示名を
「MBAC_Model_ICD_Style」に

設定。

図のリスト／表のリストからチェックを外す。
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３－３．システム名 のカスタマイズ内容

（１）変更内容
➢ システム名を自動挿入するように処理を追加した。

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）
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３－３．システム名 のカスタマイズ内容

（２）レポートテンプレートの変更箇所
➢ タイトルを「システム名」とした，「章／節」ブロックを，「ルートシステム」章直下に追加
➢ 「システム名」章の直下に「段落」ブロックを配置し，「段落のテキスト」をgcs（現在開いているモ

デル）からget_praramコマンドにより名前（Nameプロパティ）を取得し，挿入するようにした。

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）

＜項目なし＞
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３－４．モデルの概要 のカスタマイズ内容

（１）変更内容
➢ モデルのスナップショットの前に，「モデルの概要」と章題が表示されるようにした。

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）
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３－４．モデルの概要 のカスタマイズ内容

（２）レポートテンプレートの変更箇所
➢ タイトルを「モデルの概要」とした，「章／節」ブロックを，「システムのスナップショット」ブロッ

ク前に追加

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）
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３－５．入力 のカスタマイズ内容

（１）変更内容
➢ 入力をすべて１つの表にまとめて出力するように体裁を変更
➢ 入力について説明する内容を変更
➢ 体裁を揃えるために，表の前に改ページを追加

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）

入力ごとに個別に表が作成さ
れる。

・Description(備考)
・Data Type(ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ)
・Signal Type(実数/複素数)
・Width(ベクトル幅)
・Dimensions(次元)
を説明。

入力を１つの表にまとめて表
示する

信号の意味，単位，最小値，
最小値，極性/条件/分解能，
初期値 を説明項目に追加。

ベクトル幅，実数/複素数は
削除。
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３－５．入力 のカスタマイズ内容

（２）レポートテンプレートの変更箇所
➢ 最初に改ページするように「改ページ」ブロックを追加。
➢ 「Signalプロパティテーブル」ブロックではなく，for文で行を追加可能な，「テーブル」ブロックを使

用するように変更
➢ テーブルに挿入する情報を，テーブル作成前にImportブロックから取得し，ワークスペース変数に配列

として格納するように，「MATLAB式を実行」ブロックを追加。

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）

改ページブロック

MATLAB式を

実行ブロック

テーブルブ
ロック

Signalプロパティ
テーブルブロック
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３－５．入力 のカスタマイズ内容

（３）「MATLAB式を実行」「テーブル」ブロック内の設定
➢ 「テーブル・備考の説明」を参照のこと。
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３－６．出力 のカスタマイズ内容

（１）変更内容
➢ 出力の変更内容は，入力と同様。

（２）レポートテンプレートの変更箇所
➢ 出力のレポートテンプレートの変更内容は，入力と同様。
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３－７．モデルの開発環境 のカスタマイズ内容

（１）変更内容
➢ モデルで使用されるツールおよびバージョンの一覧を自動挿入するように処理を追加した。

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）

＜項目なし＞
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３－７．モデルの開発環境 のカスタマイズ内容

（２）レポートテンプレートの変更箇所
➢ 説明のための「段落」ブロックを追加。
➢ モデル一覧テーブルを出力するための，バージョンテーブルを追加。

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）

＜項目なし＞

バージョンテーブルは，「バージョン番号」
「リリース日」「リリース番号」「モデルで必
要」の項目をレポートに出力するように設定。
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３－８．備考／モデルのバージョン／改訂履歴 のカスタマイズ内容

（１）変更内容
➢ モデル内のDescriptionブロックに記載された，備考／モデルのバージョン／改訂履歴を自動挿入する

ように処理を追加した。

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）

＜項目なし＞
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３－８．備考／モデルのバージョン／改訂履歴 のカスタマイズ内容

（２）レポートテンプレートの変更箇所
➢ 備考／モデルのバージョン／改訂履歴 のそれぞれで同様の処理とする。
➢ レポートに挿入する文字列を，Descriptionブロックから取得し，ワークスペース変数に格納するよう

に，「MATLAB式を実行」ブロックを追加。
➢ レポートに文字列を挿入するように，「テキスト」ブロックを追加。

標準レポートテンプレート
（SDD_custom）

MBACレポートテンプレート
（SDD_MBAC）

＜項目なし＞
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３－８．備考／モデルのバージョン／改訂履歴 のカスタマイズ内容

（３）「MATLAB式を実行」「テキスト」ブロック内の設定
➢ 「テーブル・備考の説明」を参照のこと。
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